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多様な選 択科 El， 目標 ・内容 の 多様 化 ， 個性 化 ， 教育課程 の 多様化 ， 個性 化

　理 科教育 に お け る多様化 と個性化 を考え る に 当た っ て その 前提 と して 考え て お く問

題 は ， 次の よ うな もの で ある 。

（1） 教育課程 の 基準 と して の 学習 指導要 領段階 と学校 ， 授業段階 との 明確化

　学校段階 で 創意 工 夫すべ き こ とを ， 教育課程の 基準 段階の 問題 に す りか え る など

  　児童生徒の 発達段階を見裾え る

　理 科教育にお ける多様化 と個性化 と言 っ た 場合 ， 多 様で ， 個性的 な生徒に対 して ，

多様 で ， 個性 的 な教育課程 をど う編成 す るか ， 多様 で ， 個性 的 な 目標 ， 内 容 をど う用

意 す るか と して と らえ る こ とも必要で あ る 。 ま た ， 多様 な特性 を もっ 生 徒に 対 して ，

どうそ の 個性 を 生か すか を考え る こ と も大切 で あ る 。

　今 回の 教育課 程の 基準の 改訂 は ， 個性 化 ， 弾 力化 ， 多様 化 に応 じる と言 っ た教育の

潮流 の 中で 考 え られ ， 高等学校 に お い て ， 特 に そ の 対応が 図 られ た 。

　理 科教育 に お い て も， 高等学校の 学習指導要 領の 改訂 に 当た っ て ，多様 化 a 個性 化

に ど う対応す る か を従前以上 に 考慮 した 。

1　 多様 な特性等 を もっ 生徒 に対 して ， 多様 で ， 個性的 な選択科 目を用意 した 。

　 高等学校 に お い て は ， 生徒の 能力 ・適 性 ， 興 味
・
関心等 に応 じて ， 多様 な科 目を選

択 し， 生徒
一

人
一

入 の 個性 を生 か すよ うに す る 目的か ら， 総合的 に 自然 をみ る科 目 と

　して の 「総合理 科 」 ， ア カ デ ミ ッ クで 自然科学 の 学 問体系 を重視 した基礎的 な科目と

　して の 「IB を付 した科 目」 ， ア カデ ミ ッ クで 自然科学 の 学 問体 系を重視 し ， 程度の

高 い 内容か らな る 「IIを付 した科 目」 ， 科学 と環 境 ， 人 間 ， 日常生 活 ， 科学技術な ど

との 関連を重視 し科学的な見方や考え方を育て る科 目と して の 「IA を付 した科目」

な ど ， 計13科 目を設置する とと もに ， 学校で 独 自に 科 目を新設で きる よ う 「そ の 他 の

科 目」 を 設 けた。 ま た，理 数科 高校の た めの 「理 数物理 」　 「理 数 化学」　 「理 数生物 」

　 「理数地学」 を設置 した。

2　各高等学校段 階に お ける 教育 課程 の 多様化， 個性化

　 高等 学 校 へ の 進 学 率 が95％ にな ろ う とす る今 日．形 式的 な平 等主義で 生徒の 多様化

に応 じる こ とは で きな い 。

　 高等 学校に お い て は ， 普通科 ， 職業学科 ， 理数 科 など ， 多様 な学科を設置す る ととも
に ， 普通科の なか で も， 多様 な特性を もっ 生徒の 個性 を生 か す た め に ， 多様 な コ ー

ス

制を設けた り， 理 系， 文型 な どの 類型 を設 ける な ど して ， 教育課程 の 多様化 ， 個性化
を図 っ て い る 。

　 また ， そ の よ うな 多様 な教育諜程の な か で ， 1 に 示 した 多様な選択科目を ， 生徒の

興味 ・関心 ， 能力 ・ 適性， 進路な どに応 じて設置 して い る 。

3　理 科各科 目の 「目標 」　「内容」 の 多様 化 ， 個性 化

　 高等学校 の 13の 科 目 に加えて ，理 数物理 ．理数 化学，理 数生物 ， 理 数地学 の 計17科
　目に お い て ， そ の 科 目の特性 に応 じて 「目標」 を設定す る と ともに ， 科 目の 特性 に応

　じた 「内容」 を設定 した 。

　　また ，　 「総合理 科」 及 び 「lA を付 した 科 目」 で は ， 生徒の 多様化に応 じるよ う，

学習 指導要領の 内容の 示 し方 を， 大項 目 ， 中項目だ けに した 。
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4　生 徒の 多様化等 に応 じた科 目内選択履修

　　 rIA を付 した科 目」 で は ， 生徒の 実態等 に 応 じて ， 内容項 目の なか に ， 選択 した
す べ て の 生徒が 履修すべ き内容項 目と選択履修項 目をつ く り， 弾力的な履修が で きる
よ うに工 夫 した 。 この こ とに よ っ て ， 少な い 内容項 目を じ っ く りと勉強 で きる こ と も
可 能 とな っ た 。

5　 「課題研究」　「探究活動」 に お け る多様 化 ， 個性 化
　　 「総合理 科」 及 び 「1 を付 した科 目」 で は ， 内容 の なか に 「課題研 究 」 を位置 づ け

多様 な生徒 に応 じて ， 課題 を選択 し， 主体的に 問題解決 し， 生徒
一

人一 人の 個性 を生
か す教育が で きる よ う配慮 した 。

　　 また ，　 「lB を付 した 科 目」 で は， 厂探究活動」 を内容の なか に位置づ け ， 生徒
の 主 体的 な探 究活動 を重視 した 。

6　 学校段階に お け る指導方法の 多様化， 個性 化

　 国の 基準 と して の 学 習指導嬰 領で は ， 指導方法 に つ い て は ， 全教科共通 の 考え 方を

　 聡 則」 の 項で 述 べ て い るが ， 各 教科で は ， 細か い 指導方法に つ い て は ， 触れ て い な
　 い o

　 多様 な指導方法を通 して ， 分か る授業を創造する こ とは ， 熱心 な教師 な ら従前か ら
行 っ て い る 。 視聴覚機 器の 使用 ， 個 に応 じた実験教材 ・教具 の 工 夫 ，

コ ン ピ ュ
ータを

使 っ て の 個に 応 じた 指導や個 を生 か す指導 など，多彩で ， 魅力的 な授業を行 っ て い る

教員 も少 な くな い
。

　 個別学習 ， グル
ー

プ学習を始 め ， 課題研 究 にお け るテ ィ
ー

ム テ ィ
ー

チ ン グな ど，教
員配置の 弾力的 な運用 との 関係で ， 多様 で ， 個性的 な指導方法を 構築 す る必要 が ある

7　 学校 段階に お ける評価方法 の 多様化 ， 個性化

　 評価方 法に っ い て も多彩な方法を駆使 して い る教員が 多 い 。 指導 に役立っ 評価 とい

　う視 点 か ら ， 診 断的評価 ， 形成的評価 ， 総括的評価 を行 うほか ，
ペ ーパ ーテ ス ト，

パ

　フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト， 観察記 録 ， 自己評価 ， 提出物の 評価な ど ， 指導 内容の 特性 に 応
　じた多彩 な評価が 考え られ て い る 。

　　ま た ，
い わ ゆ る相対評価 だ けで な く， 観点別の 到達度評価 ， 個人 内評価な ど ， 指導

要録 の 評定 との 関連で ， 児童生 徒を多角的 に評 価 して い る 。

　　この よ うに ， 評価方法 を多様 化 ， 個性 化す る こ とを通 して ， 揩導法 の 工夫 ・改善を
図 る こ とが で きよ う 。
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